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 ヽ 6月 15日 (水 )、 生涯学習センター 3階ホールぼて、大

:霞冒管『盆軍言房蘊璽馨盆尽婁奮野
久さんの講演会があり

ハンセン病とは、「らい菌」という細菌によって感染ず

ることにより弓|き起こされる病気である。現在の日本では、

非常に希なものであり、もし感染しても皮膚科などへの外

来通院で完治できる病気になった。しかし、昔は忌み嫌わ

れ、そう診断されると、自分の生まれた所で生活し続ける

ことが困難な状況だった。1907年 に「らい予防法Jが施行
され、患者は強tll的 に療養所に収容されたのだ。療養所で

の生活は非衛生・非栄養・非人間的なものであり、人手が

足りないため患者も職員と一緒 |こ作業をせねばならない所

内運営だった。
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7月 5日梅雨の3青れ間の蒸し暑い中、250人余りの参力□により1厘伊Jのクリーン

アップ活動が行われ、学校周辺や丸亀駅周辺等の清掃をしました。

校長先生の「日ごろお世話になっている地域の皆様への感謝の気持ちを込め、

協力しあって清掃しましょう。どうせならば、よ<やって<れたな～と言われ
るように頑張りましょう。」との掛け

声の下、それぞれの担当場所へと向

かい汗を流しました。

ゴミの多さに、やりがいがある !

と張り切つたり、丁寧に清掃しよう |

と意気込んで向かった先ご予想より

きれいで拍子抜けしてしまったり、

と、場所によっていろいろだったようですが、みんな元気よ<活動でき、ずい
ごんきれいになりました。

最後にボランテイア同好会によろ冷えたお茶等の接待があり、疲れをいやし

ました。
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PTA副会長  三好優千代

大会は 8月 25・ 26日 、北海道 「北海きた
え―る」をメイン会場に、開催されました。

大会テーマは「いのち 輝け !」。前もっ
て決まっていたテーマではありますが、東
日本大震災後初めての大会ということで、
「いのち」について改めて考えさせられるこ

ととなりました。
いのちが大切なことは、私たちも子供た

ちも十分に分かつています。しかし、いの

ちを輝かせる方法については、明確に分か
らないのが現状だろうと思います。分からないから面白い、わかっ
てしまっていたら、とってもつまらないと私は思います。前をしっ

かりと見つめ、自分が信ずる道を進んでいくことによってのみt

明るい未来が開かれるのではないでしょうか。迷わずに進むこと
で道は開ける、そう信じて疑いません。子供たちが自分自身の夢
や希望をしっかり持って未来に向かって挑戦すること、それこそ

が彼らのいのちを輝かせることになるのだと思います。私たち保

護者は、子供たちが自らいのちを輝かせることができるよう、見

守り応援し支えていこうではありませんか。子供たちを取り巻く

環境は、決して好ましいものではありません。しかし、彼らは自

分自身を信じ頑張っていくことと思います。

最後になりましたが、教頭先生をはじめ、他校の先生方には大

変お世話になり、ありがとうございました。

厚生委員長 根来幸治
今年もPTAは 「マーケット&バザー」で、城西祭に参加しました。
9月 10日 (土 )、 当日は天候にも恵まれ、来校者も多く、活気のある城西祭と
なりました。一昨年より昨年、昨年よりも今年と完成度の高くなっている展示物
を見て、今後もよリー層レベルアップしてますます活気ある城西高校へ成長して
いくことだろうと思いました。

最後に、バザー品をご提供いただいた皆様、前日、当日と販売等でご活躍いた
だいた研修委員の皆様、そして生徒の皆さん、先生方 ご協力ありがとうござい
ました。来年もご協力のほど、よろしくお願いいたします。
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理 事  瀧口清司
新幹線を降りると、突然むっ

とした熱気が顔に当たる。 7月

半ば、もうすっかり夏である。

会場である広島市文化交流会館
までは駅からバスで25分ほど。

少し早目に家を出発したので、

受付まで時間は十分にある。

駅南口を出て徒歩で向かった

先は広島城。広島には今まで 4
度ほど来ているが、ここを訪ね

るのは初めてである。天守閣はあるがその他は跡地
ばかりで、これも原爆の爪あとか……と一人勝手に

想像しつつ散策した。 3月 の大震災は未曽有の被害
をもたらしたが、あれから半年たった今もさまざま
な難題が山積したままである。特に原子力発電所関
連では被害が広がるばかりで、この先どう経過して
いくのか、収束はいつになるのか、先が見えず不安
で異常な状態が続いている。ここ広島は、放射能被

害を受けた数少ない地である。その経験には日本中
に、また世界へと発信できる事柄が多くあるのでは
ないかと思う。各地の学校・地域・公共の組織・各
種団体が、被害に苦しんでいる方々の立場に立って、

協力・発信・援助を継続していくことが大事だとあ
らためて思った。
お城を後に平和公園方向に向かう。修学旅行 ?遠
足 ?ま るでカルガモの親子のように、大勢の子ども
たちが先生の誘導に列を組んで小走りについて行っ
ている。もっとじっくりと周りを見せてあげたらい
いのに、とおせっかいなことを思う。
さて、会場に到着。まず綺麗な建物と会場内の人の

数に驚く。「『親と子の信頼でつなく
゛
命の絆」～心の

声が聞こえますか～」のテーマのもと香川・鳥取・

広島の 3校からの研究発表があり、熱心な協議が行
われた。続いて開催地広島の高校生による神楽・空
手 0和太鼓の発表があった。いずれも部活動として
取り組んでいるらしい。神楽といっても、神社に代々

伝わる伝統芸能というよりも鍛錬された踊り、演舞
である。また、華やかな (高価そうな)衣装はとて
も高校生の部活動レベルではない。この地域の伝統
芸能を守るため、学校を含めた地域全体でのバック
アップ体制が整っているのだろうと思われた。臨床
心理士であリスクールカウンセラーでもある樋回啓
子氏の講演は、思春期の子供をもつ親の一人として

得るところの多いものだった。

今回、広島大会に参加して、何気なく見過ごして
いた 「今」を、より深く考えることができた。有意
義な研修であった。
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高校生や若い本たちの実い声や頑張る姿が今の自本には■番必要です。丸亀城
西高校がより楽しく■よりいい学校になるように私たちも頑張ります。今年も応
援をよろしくお願もヽします8        1 1 ■ ‐ ■  ‐
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ていると驚かされることがたびたびあります。私達が毎日使つて
その「言葉Jについての私の思いを述べてみたいと1思います。

私達は、日頃の社会1生活の中で、一日として「言葉」を交わさ
に不快感を与えたり、心に安らぎを与えた曝」と言葉は使い方に
になったりtl‐ 1恐ろしい凶器になったりする。たとえ短い言葉でt
明るくすることもできる。このように、人と言葉を交わす時、言
例えば、電車の中で他人の足を踏んでしまったり: 自転車で述
の一言がない場合がある。この一言がないばかりに相手に不快な
れに似た体験をした人も少なくないのではな力)ろ うか。やはりt
ものだ。そして、回先だけで言うのではなく言葉に表情を持つπ
口先だけで言うたのと、心の底からそう1思うて頭を下げる気持ち
の表情だと思う。つまり、言葉は回先だけのもので|まな<、 言葉
このように、言葉は「魔法」とも言える:その言葉の使い方 |
この魔法のような一面があるからこそ、それを使う私達の人間性
われるように、その使う人自身の人格 :教養のすべてが表れる:
せ、人柄のやさしさをにじみ出させる。本当にt言葉の偉大さに
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平成盆3年 7月 10日 (国 ) PTAソフトボープシ責任者 高畠 清志
今年の大会は 1点取るぞ !!
「高畠、今年は監督頼むJの一言から始まった PTAソ フトボール活動 (+o+)「 2年間
1点も取ってないきん頼むぞ～Jと言いわたされ、プレッシャーの中試合が始まりました。
ところがどっこい試合に勝つわ勝つわ、なんと決勝戦まで行っちゃいました。

‐‐■■■■■■■■■■          ■  決勝・・・・うそみたしヽやなぁ～ ひょっ
として初出場・初優勝かと思いきや、昨
でいた南中 P tt A軍国にこてんぱんに負け
いました (>_<)
結果 準優勝
みんなで力を合わせて頑張りました＼(^o^
P tt Aの お母さん方の応援もあり、頑
ことができました。来年は優勝目指して

ります。 決勝戦 対 南中学
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3年目の 「城西だより」となりました。 2年間、ありがとうございました。これまで 2年間の経験を生かし、
よりよい「城西だより」にしてまいりたいと存じます。どうぞよろしくお願いします。また、今号の記事作成に
ご協力いただいた皆様に感謝申し上げます。 (総務委員長 米澤)
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